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開催期間：2021年９月14日（火）～2022年１月10日（月・祝）

とっとり・しまねの史跡を満喫する多彩なプログラム

さんいいいんんんさんいんプログラムガイド20212021
史跡日和

【主催】山陰史跡整備ネットワーク会議
「さんいん史跡日和２０２１」参加団体：島根県教育委員会・松江市・松江市立鹿島歴史民俗資料館・
大田市教育委員会・益田市教育委員会・美郷町教育委員会・邑南町教育委員会・津和野町教育委員会・
島根県立八雲立つ風土記の丘・鳥取県・鳥取市教育委員会・国府ガイドクラブ・米子市・米子市立山陰歴史館・
上淀白鳳の丘展示館・北栄町教育委員会・大山町・鳥取県立むきばんだ史跡公園・鳥取県埋蔵文化財センター

写真：史跡石見銀山街道十王道付近竹林　提供：美郷町教育委員会

新型コロナウイルス感染症拡大防止への対応をお願いします。
各イベントに参加される際には、マスクの着用や消毒、ソーシャルディス
タンシングの確保等、主催者の指示に従って下さい。
イベントの開催可否については、各自にて主催者までお問合わせ下さい。



参加費　 ： 無料　　定員： 50名
集合場所 ： お台場公園管理事務所（鳥取県東伯郡北栄町由良宿1458-16）
事前申し込み要
お問合せ ： 〒689-2292　鳥取県東伯郡北栄町由良宿423-1
北栄町教育委員会事務局　生涯学習課
電　話　： 0858-37-5871　FAX：0858-37-3242
ホームページ https://www.e-hokuei.net/9457.htm（先着順）

10月９日（土） 8：30～11：00
※雨天決行

北栄町

北
栄
て
く
て
く
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
２
０
２
１

（
歴
史
探
訪
ウ
ォ
ー
ク
）

由
良
台
場
や
六
尾
反
射
炉
に
関
す
る
話
を
聞
き
な
が
ら
、

由
良
宿
か
ら
六
尾
ま
で
の
約
４
㎞
の
コ
ー
ス
を
歩
き
ま
す
。

※

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
に
適
し
た
服
装
（
雨
天
時
は
雨
具
着
用
）
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　
水
分
補
給
の
た
め
の
飲
み
物
の
準
備
を
お
願
い
し
ま
す
。

07

案内人
北栄町教育委員会事務局　生涯学習課

参加費　 ： 無料　　定員： なし
集合場所 ： 梶山古墳駐車場
事前申し込み不要
お問合せ ： 〒680-8571　鳥取市幸町71番地
電　話　： 0857-30-8421　FAX：0857-20-3954
Ｅメール： kyo-bunka@city.tottori.lg.jp

10月２日（土）～３日（日）9：00～16：00
※少雨決行・雨天中止

鳥取市

今
蘇
る
　古
墳
の
美

昭
和
５４
年
に
偶
然
発
見
さ
れ
た
梶
山
古
墳
の
彩
色
壁
画
。
普
段
は

入
口
に
鍵
を
か
け
、
誰
も
見
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
が
、
こ
の
二
日

間
だ
け
は
誰
も
が
見
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
公
開
し
ま
す
。
年
に

１
回
だ
け
の
公
開
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※

歩
き
や
す
い
服
装
で
ご
参
加
く
だ
さ
い

04

案内人　国府ガイドクラブ
地元の文化財に精通した案内人
が丁寧に説明をします。ここでし
か聞けない話が飛び出すかもし
れません。

参加費　 ： 無料　　定員： ５人
集合場所 ： 大山町役場大山支所（鳥取県西伯郡大山町末長500）
申込締切 ： ９月10日（金）
お問合せ ： 大山町役場観光課文化財室
〒689-3332　鳥取県西伯郡大山町末長500
電　話　： 0859-53-3136　FAX：0859-53-3163
申込は、お電話又はFAXでお願いします。
FAXの際は①氏名（フリガナ）②年齢③住所④電話
番号（当日連絡の取れる）を記入のこと。

９月14日（火）
９月28日（火）
10月５日（火）
10月19日（火）
13：30～16：30
※雨天決行

大山町

大
山
寺（
旧
圓
流
院
）の
襖
の
古
文
書
を
調
べ
て
み
よ
う
。

〜
江
戸
時
代
中
期
か
ら
昭
和
初
期
に
か
け
て
の
資
料
を
中
心
に
〜

※

大
山
町
役
場
大
山
支
所
第
一
会
議
室
で
調
査
を
行
い
ま
す
。
作
業
途
中
に
２
回
休
憩
を
入
れ
ま
す
。

　持
参
す
る
も
の
：
筆
記
用
具
（
鉛
筆
又
は
シ
ャ
ー
プ
ペ
ン
・
消
し
ゴ
ム
）
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案内人　山口　剛
大山町に住んで、早😊😊年となりま
した。大山寺の歴史の新たな発見
ができることが楽しみな毎日です。

き
ゅ
う

り
ゅ
う
い
ん

ふ
す
ま

え
ん

大
山
寺（
旧
圓
流
院
）の
襖
に
は
、大
山
寺
領
内
に
あ
っ
た
表
具
屋
が
、寺
の
依
頼
を
受
け
て
、

江
戸
時
代
か
ら
昭
和
期
に
か
け
て
不
要
と
な
っ
た
大
山
寺
文
書
を
用
い
て
補
修
し
た
痕
跡
が

見
ら
れ
ま
す
。
こ
の
貼
り
付
け
ら
れ
た
古
文
書
を
剥
が
し
読
み
解
く
こ
と
で
、
町
誌
や
県

史
に
記
載
さ
れ
て
い
な
い
大
山
寺
の
歴
史
を
明
ら
か
に
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

参加費　 ： 無料　定員： Ａコース60名、Ｂ・Ｃコース各20名
集合場所 ： Ａ・Ｂコース：米子元町パティオ
　　　　　Ｃコース：南部町手萬庁舎
申込締切 ： 9月11日（土）～開催日の前日
お問合せ ： 米子市立山陰歴史館
電　話　： 0859-22-7161　FAX：0859-22-7160

10月２日（土）
Ａコース（米子～法勝寺・15㎞）９：00～16：30（予定）
Ｂコース（米子～手間・９㎞）９：00～15：00（予定）
Ｃコース（手間～法勝寺・６㎞）13：00～16：30（予定）

※雨天決行

山陰歴史館

「
法
勝
寺
電
車
廃
線
跡
ウ
ォ
ー
ク
」

法
勝
寺
電
車
文
化
財
指
定
10
周
年
記
念

昭
和
42
年
に
廃
線
と
な
っ
た
懐
か
し
の
チ
ン
チ
ン
電
車
「
法
勝

寺
電
車
」。
米
子
か
ら
法
勝
寺
ま
で
の
廃
線
跡
を
、
ウ
オ
ー
ク

マ
ッ
プ
な
ど
を
使
っ
て
た
ど
り
ま
す
。
廃
線
跡
に
残
る
駅
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム
跡
な
ど
の
近
代
化
遺
産
を
訪
ね
て
み
ま
し
ょ
う
。

※

歩
き
や
す
い
服
装

　
昼
食
各
自
持
参
（
Ａ
コ
ー
ス
・Ｂ
コ
ー
ス
）
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案内人　笹尾　庸嵩
米子市立山陰歴史館　主任学芸員
距離の異なる３コースがあります。
最長コースは法勝寺電車の軌道跡
全線を歩く約13kmの長い道のりで
すが、一緒に廃線をたどりましょう。

撮影：岸幸男（月刊鉄道ピクトリアル提供）

復路はバス運行あります

参加費　 ： 彼岸花観覧無料、ただし体験料を徴収するイベント有（300円程度）
定　員　： 体験イベントによって人数制限有　彼岸花の観覧は人数制限無
集合場所 ： 国史跡上淀廃寺跡
申込締切 ： 当日の申込。先着順
お問合せ ： 上淀白鳳の丘展示館　米子市淀江町福岡977-２
電　話　： 0859-56-2271

９月23日（木・祝）～９月26日（日）

９月25日のみ
18：00～20：00
淀江傘ライトアップ！

10：00～16：00（最終日15：00）※雨天決行

白鳳の丘展示館

伯
耆
古
代
の
丘
・
彼
岸
花
ま
つ
り

上
淀
廃
寺
跡
出
土
彩
色
仏
教
壁
画
発
見
30
周
年
記
念

国
史
跡
上
淀
廃
寺
跡
に
咲
き
誇
る
彼
岸
花
を
愛
で
る
恒
例
彼
岸
花

ま
つ
り
。
今
年
は
彩
色
仏
教
壁
画
が
発
見
さ
れ
て
30
年
を
記
念
し
て
、

郷
土
芸
能
と
古
代
箏
の
競
演
、
淀
江
傘
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
や
重
要
文

化
財
「
石
馬
」
の
一
般
公
開
な
ど
の
特
別
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

※

記
念
「
散
華
」
を
25
・
26
日
の
両
日
合
わ
せ
て
１
０
０
０

名
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
！
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案内人
彼岸花まつり楽しみ仕掛け人　花の70代
彼岸花まつり仕掛け人の面 を々取り
まとめる柔和な人柄。古代史の大
ファン。写真の腕前はぴか☆彡一。

参加費　 ： 無料
各施設 250部（先着順、台紙が無くなりしだい配布終了）
台紙配布、押印場所 ： 青谷上寺地遺跡展示館
　　　　　　　　　　弥生の館むきばんだ
参加申込不要
お問合せ ： 鳥取県地域づくり推進部文化財局
　　　　　とっとり弥生の王国推進課
電　話　： 0857-26-7932
Ｅメール： tottori-yayoi@pref.tottori.lg.jp

とっとり弥生の王国（青谷上寺地遺跡展示館・むきばんだ史跡公園）

と
っ
と
り
弥
生
の
王
国
　御
金
印
巡
り

鳥
取
県
が
誇
る
弥
生
時
代
の
２
大
遺
跡
、
青
谷

上
寺
地
遺
跡
と
妻
木
晩
田
遺
跡
を
巡
っ
て
御
金

印
を
集
め
ま
し
ょ
う
！
台
紙
は
ち
ょ
っ
と
プ
レ
ミ

ア
ム
な
因
州
和
紙
を
使
っ
て
い
ま
す
（
各
施
設
２

５
０
部
限
定
）。
さ
ら
に
、
両
遺
跡
を
巡
っ
て
押

印
す
れ
ば
記
念
品
を
差
し
上
げ
ま
す
。

※

期
間
中
鳥
取
県
立
む
き
ば
ん
だ
史
跡
公
園
、
青
谷
上
寺
地
遺
跡
展
示
館
で
台
紙
を

配
布
し
て
い
ま
す
。
押
印
は
受
付
で
行
い
ま
す
の
で
、
各
施
設
で
お
渡
し
く
だ
さ
い
。
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10月23日（土）～11月28日（日）（予定）
9：00～17：00 ※雨天決行

集めた御金印帳は壁掛けとして
飾れます。遺跡を訪ねた思い出
を掛け軸にするのも楽しみ方の
一つです。

参加費　 ： 無料　　定員： 各回　10名程度
集合場所 ： 第２回　布勢運動公園駐車場
　　　　　第３回　鳥取市鹿野町小鷲河地区公民館
申込締切 ： 開催日の前日
お問合せ ： 鳥取県埋蔵文化財センター
〒680-0151　鳥取市国府町宮下1260番地
電　話　： 0857-27-6711　FAX：0857-27-6712
Ｅメール： maibuncenter@pref.tottori.lg.jp

第２回 10月２日（土）
第３回 11月６日（土）
13：30～15：30 ※少雨決行・雨天中止

鳥取県埋蔵文化財センター

孫
と
一
緒
、
親
子
一
緒
に
学
ぶ
シ
リ
ー
ズ

中
山
先
生
の
発
見
！
地
域
の
歴
史

第
２
回
「
発
見
！
古
墳
の
秘
密
」

第
３
回
「
発
見
！
山
城
の
秘
密
」

家
族
と
一
緒
に
地
域
の
遺
跡
を
学
ぶ
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。
第
２
回
目
は
湖

山
池
周
辺
の
古
墳
、
第
３
回
目
は
県
内
有
数
の
技
巧
的
な
構
造
の
山
城

「
ク
シ
ナ
城
」
を
訪
ね
ま
す
。
家
族
で
地
域
の
魅
力
に
ふ
れ
ま
し
ょ
う
!!

※

山
中
を
歩
き
ま
す
の
で
、
山
歩
き
が
で
き
る
服
装
、
雨
具
、
飲
み
物
等
の
準
備
や
虫
除
け
の

対
策
を
お
願
い
し
ま
す
。
詳
細
な
日
時
や
内
容
につい
て
は
ホ
ー
ム
ペー
ジ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
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案内人　中山　寧人
鳥取県埋蔵文化財センター
山中に隠れている古墳や山城を
見つけ、古代・中世の風を一緒
に体感しましょう。

クシナ城の巧妙な竪堀と横堀

参加費　 ： 無料　　定員： なし
集合場所 ： 栃本廃寺跡駐車場
事前申し込み不要
お問合せ ： 〒680-8571　鳥取市幸町71番地
電　話　： 0857-30-8421　FAX：0857-20-3954
Ｅメール： kyo-bunka@city.tottori.lg.jp

10月２日（土） 10：00～15：00
※少雨決行・雨天中止

鳥取市

秋
の
古
代
寺
院
を
訪
ね
る

い
つ
も
は
解
説
人
の
い
な
い
栃
本
廃
寺
跡
。
今
回
は
特
別
に
解
説
人

を
配
置
し
て
説
明
を
行
い
ま
す
。
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
は
載
っ
て
い
な
い

発
掘
調
査
や
整
備
の
話
を
聞
く
こ
と
が
で
き
る
か
も…

※

歩
き
や
す
い
服
装
で
ご
参
加
く
だ
さ
い

03

案内人　加川　崇
栃本廃寺跡の整備や調査の話を
詳しく解説します。

さんいん史跡日和2021 02

鳥
取
版



大田市

白
坏
遺
跡
と
出
土
し
た
木
簡
に
つ
い
て

〜
調
査
担
当
者
が
語
る
発
見
と
解
読
の
苦
楽
と
軌
跡
〜

１
９
８
７
年
に
発
掘
調
査
が
行
わ
れ
た
白
坏
遺
跡
は
、
平
安
時
代
の
役
所
を
思
わ
せ
る
土
器
や
木

簡
、
木
製
品
が
大
量
に
出
土
し
ま
し
た
。
中
に
は
九
九
の
練
習
を
し
た
よ
う
な
木
簡
も
！

遺
跡
は
現
在
高
山
小
学
校
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
調
査
当
時
の
担
当
者
の
案
内
で
現
地
周
辺
の
地

形
を
体
感
し
、
発
掘
調
査
の
様
子
の
紹
介
や
特
徴
的
な
木
簡
の
解
読
な
ど
を
通
し
て
、
平
安
時
代

の
高
山
地
区
の
風
景
や
人
々
の
暮
ら
し
を
紐
解
い
て
い
き
ま
す
。
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
と
座
学
の
両

方
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

※

動
き
や
す
い
服
装
・
靴
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。
座
学
で
は
マ
ス
ク
を
着
用
く
だ
さ
い
。
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案内人　遠藤　浩巳
大田市役所に32年務め、数々の遺跡を発掘してきた遠
藤さん。なぜか必ず重要遺構や遺物を発見してしまう
遠藤さんが当時の様子を語ります。

参加費　 ： 無料　　定員： 30人
集合場所 ： 高山小学校駐車場　
申込締切 ： 9月24日（金）
お問合せ ： 高山公民館
電　話　： 0854-89-0211　FAX：0854-89-0211

10月２日（土） 9：30～12：00
※雨天決行

参加費　 ： 無料　　定員： 各回30人
集合場所 ： 鳥取県立むきばんだ史跡公園
申込締切 ： 各回２日前まで
お問合せ ： 上淀白鳳の丘展示館　〒689-3411　鳥取県米子市淀江町福岡977-２
電　話　： 0859-56-2271　FAX：0859-21-5480
Ｅメール： tenjikan@yonagobunka.net
休館日　： 毎週火曜日　開館時間：９：30 ～ 18：00（入館は17：30まで）

第１回 11月14日（日）
第２回 11月21日（日）

13：30～16：10
13：00～16：30

白鳳の丘展示館
国
史
跡
上
淀
廃
寺
跡
か
ら
奈
良
・
法
隆
寺
と
並
ぶ
彩
色
仏
教
壁

画
が
発
見
さ
れ
て
30
年
目
を
迎
え
ま
す
。
当
時
か
ら
注
目
さ
れ

た
特
異
な
伽
藍
や
瓦
、
彩
色
仏
教
壁
画
等
の
出
土
品
を
取
り
上

げ
た
連
続
講
座
を
開
催
し
て
、再
び
そ
の
魅
力
と
謎
に
迫
り
ま
す
。
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案内人　上淀白鳳の丘展示館
米子市淀江町エリアで発見され
た出土品を展示する常設展示室
と上淀廃寺の金堂内部の原寸大
復元を展示しているガイダンス棟
で古代淀江の歴史を紹介します。

「
上
淀
廃
寺
壁
画
発
見
30
周
年
記
念

　
　
　
　
　上
淀
廃
寺
に
つ
い
て
」

学
ぶ
・
楽
し
む
　淀
江
・
大
山
の
歴
史
遺
産
講
座

参加費　 ： 無料　　定員： 30名
集合場所 ： 鳥取県立むきばんだ史跡公園
申込締切 ： 10月８日（金）
お問合せ ： 鳥取県立むきばんだ史跡公園
電　話　 ： 0859-37-4000
６月１日から、ホームページ https://www.pref.tottori.lg.jp/mukibanda/ 
から電子申請サービスで申込みを受け付けています。先着順です。

10月16日（土） 13：30～16：00
※少雨決行・雨天中止

むきばんだ史跡公園

む
き
ば
ん
だ
の
森
観
察
会

む
き
ば
ん
だ
史
跡
公
園
の
秋
の
森
の
観
察
会
で
す
。「
道
具
の
森
」

「
虫
の
森
」「
木
の
実
の
森
」
を
散
策
し
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
森

の
特
徴
を
学
び
ま
す
。
特
別
体
験
と
し
て
、
む
き
ば
ん
だ
の
森
で

ク
リ
拾
い
も
予
定
し
て
い
ま
す
。

※

小
学
生
以
下
は
、
保
護
者
の
帯
同
を
お
願
い
し
ま
す
。

　森
の
中
を
歩
け
る
服
装
。
軍
手
、
ク
リ
を
持
ち
帰
る
袋
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

09
む
き
ば
ん
だ
遺
跡
弥
生
の
森
講
座

案内人
鳥取県自然観察指導員　鷲見　寛幸
森ガイドのスペシャリスト。大山
町の歴史にも詳しく、実は怪談
話もお得意です。

参加費　 ： 無料（飲食など一部有料とな
る場合があります）

参加申込不要
お問合せ ： 米子市文化振興課
電　話　： 0859-23-5437

12月23日（木）～１月10日（月・祝）
日没～21：00※雨天決行

米子市

Ｙｏｎａｇ
ｏ 
マ
チ
ノ
ヒ
カ
リ
★
２
０
２
１ 

Ｗ
ｉｎ
ｔｅｒ
＠
米
子
城

（
冬
空
に
輝
く
黄
金
の
米
子
城
。
大
晦
日
は
オ
ー
ル
ナ
イ
ト
。
年
越
し
は
米
子
城
で
！
）

Ｙ
ｏ
ｎ
ａ
ｇ
ｏ 

マ
チ
ノ
ヒ
カ
リ
の
一
環
と
し
て
米
子
城
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
を
行
い

ま
す
。
米
子
市
立
山
陰
歴
史
館
、
米
子
彫
刻
ロ
ー
ド
と
いっ
た
周
辺
の
歴

史
・
文
化
ス
ポ
ッ
ト
な
ど
の
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
と
あ
わ
せ
て
お
楽
し
み
く

だ
さ
い
。

※

夜
の
登
城
は
防
寒
対
策
を
万
全
に
し
、
歩
き
や
す
い
服
装
で
お

越
し
く
だ
さ
い
。
懐
中
電
灯
必
携
で
す
。
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案内人　かるちゃん
（よなご文化の伝道師）
生活は文化だ！文化は人生だ！
特に案内はしませんが、かる
ちゃんイチオシの冬の米子城＆
まちなかイルミネーションです。

参加費　 ： 無料　　定員： 80名程度（予定）
集合場所 ： 鳥取市青谷町総合支所多目的ホール
申込締切 ： 未定
お問合せ ： 鳥取県埋蔵文化財センター
〒680-0151　鳥取市国府町宮下1260番地
電　話　： 0857-27-6711　FAX：0857-27-6712
Ｅメール： maibuncenter@pref.tottori.lg.jp

11月23日（火・祝）
13：30～15：30（予定）

鳥取市・
鳥取県埋蔵文化財センター

『
官
道
が
つ
な
ぐ
山
陰
の
古
代
社
会
』

令
和
３
年
度
古
代
山
陰
道
特
別
講
演
会

国
づ
く
り
の
基
軸
と
な
っ
た
古
代
山
陰
道
を
は
じ
め
と
す
る
七
道
駅
路
。

古
代
山
陰
道
が
果
た
し
た
役
割
と
は
？
山
陰
に
何
を
伝
え
、
地
域
社
会

を
ど
う
変
え
た
の
か
？
最
新
の
研
究
か
ら
官
道
が
つ
な
い
だ
山
陰
の
古
代

社
会
に
つ
い
て
、
官
衙
（
役
所
）
や
寺
院
研
究
を
牽
引
す
る
島
根
大
学

法
文
学
部
大
橋
泰
夫
教
授
に
御
講
演
い
た
だ
き
ま
す
。

※

詳
細
な
内
容
に
つ
い
て
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
。
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案内人　坂本　嘉和
鳥取県埋蔵文化財センター
険しい山中に分け入り、古代山陰
道を日々追い求めています。講演
会では最新の成果もご紹介します。

美郷町

き
の
こ
マ
イ
ス
タ
ー
と
往
く
や
な
し
お
道
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

（
秋
の
美
郷
町
石
見
銀
山
街
道
を
歩
く
）

石
見
銀
山
街
道
は
江
戸
時
代
、
幕
府
の
財
源
を
支
え
た
銀
を
尾
道
ま
で
運
ん

だ
街
道
で
す
。
当
寺
の
面
影
を
感
じ
る
（
か
つ
て
の
茶
屋
な
ど
も
残
っ
て
ま
す
）

古
道
で
す
。
展
望
所
で
は
三
瓶
山
を
望
む
こ
と
も
で
き
ま
す
。

秋
の
時
期
、
道
中
に
は
様
々
な
キ
ノ
コ
が
見
つ
か
り
ま
す
。
キ
ノ
コ
の
専
門
家
が

解
説
し
て
く
れ
ま
す
の
で
、
教
え
て
も
ら
い
な
が
ら
歩
い
て
み
ま
せ
ん
か
。

※

歩
き
や
す
い
服
装
、
装
備

　
バ
ス
賃
（
４
０
０
円
程
度
）・
お
弁
当
・
水
分
・
タ
オ
ル
・
そ
の
他
エ
ネ
ル
ギ
ー
補
給
食
品
等

02

案内人　美郷町銀山街道を護る会
石見銀山街道は、その歴史だけでなく、ウォーキングを
するにも魅力いっぱいの古道です。私たちはこの街道を
たくさんの人に知ってもらいたいと日々活動しています。

参加費　 ： 1,500円　　定員： 10人
集合場所 ： 美郷町役場裏駐車場
申込締切 ： 10月10日（日）
お問合せ ： 美郷町教育委員会
電　話　： 0855-75-1217

10月17日（日） 8：30～15：30
※少雨決行・雨天中止

お電話でお申し込みください。
住所、氏名、当日も連絡可能な連絡先を
伺います。

むきばんだ史跡公園 「
遺
跡
で
星
を
見
る
会
」
か
ら
始
ま
り
、〝
弥
生
体
験
〞
を
楽
し
む
「
ト
リ
ド
リ
む
き
ば
ん
だ
」、
弥

生
と
現
代
が
融
合
し
た
〝
ム
ラ
明
か
り
〞「
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
む
き
ば
ん
だ
」
そ
し
て
「
む
き
ば
ん
だ
満

喫
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
・
ウ
ォ
ー
ク
」
と
、
様
々
な
体
験
が
で
き
る
特
別
な
３
週
間
で
す
。

※

内
容
の
詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
イ
ベ
ン
ト
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
な
お
、
遺
跡
で
星
を
見
る
会
、
む
き
ば
ん
だ
満
喫
ノ
ル

デ
ィ
ッ
ク
・
ウ
ォ
ー
ク
に
参
加
す
る
た
め
に
は
事
前
に
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。
ト
リ
ド
リ
む
き
ば
ん
だ
に
は
事
前
申
込
み
が
必
要
な

体
験
、
材
料
費
が
必
要
な
体
験
が
含
ま
れ
ま
す
。
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
む
き
ば
ん
だ
は
事
前
申
込
み
不
要
で
す
。

む
き
ば
ん
だ
フ
ェ
ス
タ

―

と
っ
と
り
弥
生
の
王
国
を
楽
し
も
う―
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案内人　鳥取県立むきばんだ史跡公園
国内最大級の広さを誇る弥生遺跡「妻木晩田遺
跡」について調査研究を続けながら、「とっとり
弥生の王国」の魅力を発信していきます。

集合場所 ： 鳥取県立むきばんだ史跡公園
申込締切 ： ①・②：10月１日（金）～10月31日（日）　④：11月１日（月）～11月19日（金）
お問合せ ： 鳥取県立むきばんだ史跡公園
電　話　 ： 0859-37-4000
ホームページ https://www.pref.tottori.lg.jp/mukibanda/ から
電子申請サービスで申込みを受け付けています。先着順です。

※雨天時の対応はイベントによって異なります

※雨の場合11月23日に延期
11月３日（水・祝）19：00～20：30①遺跡で星を見る会
参加費：無料／定員：25名

11月６日（土）・７日（日）10：00～15：00②トリドリむきばんだ
参加費：材料費や参加費が必要な体験があります
定員：体験によって異なります。

11月13日（土）・14日（日）17：30～20：30③秋のライトアップむきばんだ
参加費：無料／定員：なし

11月23日（火・祝）10：00～12：00④むきばんだ満喫ノルディック・ウォーク
参加費：無料／定員：100名

さんいん史跡日和202103

鳥
取
・
島
根
版



〈スタンプラリーに関するお問合せ先〉
山陰史跡整備ネットワーク会議

鳥取県事務局 電話：0857-26-7932
島根県事務局 電話：0852-22-5880

　本紙掲載のプログラムのう
ち、２つのプログラムに参加し
てスタンプを集めると、抽選で
10名様に石見銀山グッズと青
谷上寺地遺跡で取れた古代米の
セットをプレゼント!!
　２個スタンプが集まったら、
応募用紙に必要事項を記入し、
はがきに貼って応募してください（切手
代はご負担ください）。
※�当選者の発表は賞品の発送をもって代えさせて
いただきます。

※�個人情報は「さんいん史跡日和2021」スタン
プラリー景品発送のみに利用します。

〈応募締切り〉
令和４年１月17日（月）

※当日消印有効

↑どちらか切り取って宛名に貼ってください。

〒690-8502
島根県松江市殿町１番地（県庁分庁舎）
島根県教育庁文化財課

山陰史跡整備ネットワーク会議
さんいん史跡日和2021　応募係

キリトリ

〒680-8570
鳥取県鳥取市東町１丁目220
鳥取県地域づくり推進部文化財局
とっとり弥生の王国推進課

山陰史跡整備ネットワーク会議
さんいん史跡日和2021　応募係

【さんいん史跡日和2021　スタンプラリー　応募用紙】

氏名

ふりがな

郵便
番号 ―　　　　　　　

住所

電話
番号 ―　　　　　―

キリトリ

スタンプ欄

スタンプラリーに参加しよう！

1 2

石見銀山グッズ

エコバッグ
めがねふき フリクション

ペン

マスク
ケース

参加費　 ： 200円（保険代・資料代）別途バス代170円必要　定員： 15人
集合場所 ： 松江市立鹿島歴史民俗資料館　申込締切 ： 10月27日（水）
お問合せ ： 松江市立鹿島歴史民俗資料館
　　　　　〒690-0803　松江市鹿島町名分1355-４
電話/FAX： 0852-82-2797　Eメール： k-rekimin@mable.ne.jp
①氏名（ふりがな）　②年齢（保険加入に必要）　③性別（保険加入に必要）
④住所　⑤当日連絡が取れる電話番号　⑥FAX番号またはEメールアドレス

11月６日（土） 13：00～16：00
※少雨決行・雨天中止

松江市

鹿
島
の
史
跡
巡
り

―

島
根
半
島
最
大
の
前
方
後
円
墳
を
め
ざ
そ
う―

海
に
面
し
た
鹿
島
町
は
古
く
か
ら
開
け
た
地
域
で
、
縄
文
時
代
以
降
の
遺
跡
が

た
く
さ
ん
見
つ
か
っ
て
い
ま
す
。
今
回
は
講
武
平
野
周
辺
の
古
墳
を
訪
ね
て
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
し
ま
す
。
横
穴
式
石
室
の
残
る
講
武
岩
屋
古
墳
、
そ
し
て
、
島
根
半
島

部
最
大
の
全
長
70
メ
ー
ト
ル
の
前
方
後
円
墳
で
あ
る
堀
部
１
号
墳
に
登
り
、
そ
の

大
き
さ
を
実
感
し
ま
し
ょ
う
。

※

約
５
キ
ロ
を
歩
き
ま
す
。
山
の
中
も
歩
き
ま
す
の
で
、
マ
ス
ク
を
着
用
の
上
、
歩
き
や
す
い

服
装
・
靴
で
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。
体
温
が
37
・５
度
以
上
あ
る
方
は
ご
遠
慮
願
い
ま
す
。
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案内人　丹羽野輝子
今年も、史跡日和に向けてウォー
キングを始めました。

石見銀山世界遺産センター
『VR銀山』新コンテンツ映像
「福石場　地底探検」を公開中！
石見銀山最大級の坑道跡「大久保間歩」。その
非公開となっている最深部をＶＲシアターで大
公開！大久保間歩一般公開限定ツアーでも決し
て見ることはできません。ぜひ、世界遺産セン
ターにお越しください。

上映場所：第４展示室（有料）
展示室観覧料金：大人310円／小人150円（一般）
お問い合わせ： 石見銀山世界遺産センター
　　　　　　　（大田市大森町イ1597-３）
電話：0854-89-0183
ホームページ：https://ginzan.city.ohda.lg.jp/

特集

参加費　 ： 1,500円（入館料、お茶・和菓子代込）　定員： 10人
集合場所 ： 津和野藩校養老館
申込締切 ： 開催日の5日前まで
お問合せ ：一般社団法人津和野まちばぐみ
電　話　： 050-3692-2396　Ｅメール： mchbgm2020@gmail.com
メールでのお申込みの場合は下記の事項をご記入ください。
①参加希望日、②氏名（フリガナ）、③住所、④当日連絡の取れる電話番号

10月17日（日）、11月20日（土）
13：30～15：00 ※雨天決行

津和野町

藩
校
養
老
館
古
武
道
体
験

〜
江
戸
時
代
か
ら
続
く
杖
術
を
体
験
し
よ
う
〜

江
戸
時
代
の
武
士
の
学
校
、
津
和
野
藩
校
養
老
館
。
島
根
県
内
で
現
存
す
る
唯
一の
藩
校
で
、

武
士
の
学
び
を
再
現
す
る
イ
ベン
ト
で
す
。

藩
校
で
教
え
ら
れ
て
い
た
武
道
の
う
ち
、
津
和
野
藩
独
自
の
流
派
と
さ
れ
る
北
窓
流
の
杖
術
の
体

験
を
行
い
ま
す
。
実
際
に
目
に
す
る
こ
と
が
少
な
い
杖
術
と
い
う
武
道
。
健
康
づ
く
り
に
も
役
立
ち

そ
う
な
動
き
で
楽
し
く
体
験
で
き
ま
す
。
藩
校
の
武
道
場
で
江
戸
時
代
を
体
感
し
ま
し
ょ
う
。

※

動
き
や
す
い
服
装
・
靴
で
お
出
で
く
だ
さ
い
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
中
の
マ
ス
ク
着
用
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。
１

週
間
以
内
に
37
・５
度
以
上
の
発
熱
、
体
調
不
良
の
あ
っ
た
方
は
ご
遠
慮
願
い
ま
す
。
感
染
症
流
行
状
況

に
よ
り
中
止
と
な
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。
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案内人　畔柳　知宏
（一社）津和野まちばぐみ代表と
して、津和野の町並みの調査研
究や文化財の活用企画を行って
います。当日は建物のことを中
心に解説も承ります。

参加費　 ： 無料　　定員： 20人　　集合場所 ： 久喜林間学舎
申込締切 ： 11月19日（金）
お問合せ ： 邑南町教育委員会生涯学習課
電　話　： 0855-83-1127　FAX：0855-83-2013
Ｅメール： shogai@town-ohnan.jp
Ｅメールの場合は下記事項をご記入いただき送信ください。
①氏名（フリガナ）②年齢（保険加入に必要）③性別（保険加入に必要）④住所
⑤当日連絡のとれる電話番号⑥ＥメールアドレスもしくはFAX番号

11月21日（日） 9：00～12：00
※少雨決行・雨天中止

邑南町

久
喜
銀
山
を
め
ぐ
る

毛
利
氏
の
時
代
に
本
格
的
な
開
発
が
始
ま
っ
た
と
さ
れ
、
江
戸
時
代
に
は
幕
府
直

轄
地
と
し
て
栄
え
、
明
治
時
代
に
は
山
陰
の
鉱
山
王
と
称
さ
れ
た
堀
家
に
よ
る

開
発
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
機
会
に
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
や
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
で
堪
能
し
ま
せ
ん
か
。

●
主
な
見
学
地

　久
喜
製
錬
所
跡
と
カ
ラ
ミ
原
（
近
代
）、
古
い
カ
ラ
ミ
が
堆
積
す

る
縄
手
製
錬
遺
跡
（
中
近
世
）、
複
数
の
ト
ロッ
コ
レ
ー
ル
が
残
る
昭
和
間
歩
（
現
代
）

※

歩
き
や
す
い
服
装
・
靴
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　（
マ
イ
ク
ロ
バス
と
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
で
移
動
し
ま
す
）
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案内人　邑南町教育委員会、
久喜・大林銀山保全委員会、
瑞穂文化研究会

日頃から地元有志で久喜銀山の
整備や観光ガイドをしています。
当銀山の魅力をお伝えします。

参加費　 ： 200円（資料代）　　定員： 10～15人
集合場所 ： 中須東原遺跡
申込締切 ： 10月20日（水）
お問合せ ： 益田市教育委員会文化財課
電　話　： 0856-31-0623　FAX：0856-24-1380
Ｅメール：bunka@city.masuda.lg.jp
※FAX、メールの場合は、①氏名（ふりがな）　②住所　③電話番号をご記入の

上、送信してください。

10月30日（土） 9：00～11：00
※小雨決行・荒天中止

益田市

中
須
湊
の
地
形
を
見
て
歩
く

国
史
跡
の
中
須
東
原
遺
跡
は
中
世
の
湊
町
を
代
表
す
る
遺
跡
で
、
中
世
の
益
田

地
域
と
益
田
氏
の
経
済
を
支
え
た
交
易
拠
点
で
す
。
隣
接
す
る
福
王
寺
境
内
に

あ
る
県
指
定
の
県
内
最
古
の
石
造
物
で
あ
る
十
三
重
塔
、
そ
こ
か
ら
砂
丘
、
古

道
を
通
っ
て
厳
島
神
社
を
巡
り
、
櫛
代
賀
姫
神
社
の
境
内
か
ら
益
田
川
河
口
と

益
田
平
野
を
一
望
し
て
、
港
の
成
り
立
ち
を
見
て
い
き
ま
す
。

※

マ
ス
ク
着
用
を
お
願
い
し
ま
す
。
約
４
㎞
を
歩
き
ま
す
の
で
、
歩
き
や
す
い
服
装
、
靴
で
参

加
を
お
願
い
し
ま
す
。
飲
み
物
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。
体
温
が
37
・５
度
以
上
あ
る
方
は
ご

遠
慮
願
い
ま
す
の
で
当
日
朝
、
検
温
し
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
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案内人　益田市教育委員会文化財課
益田の史跡に精通した文化財課
専門職員がご案内します。

参加費　 ： 無料　　定員： なし
集合場所 ： 随時　　申込締切 ： 随時
お問合せ ： 島根県立八雲立つ風土記の丘
電　話　： 0852-23-2485　FAX：0852-23-2429
ホームページ https://www.yakumotatu-fudokinooka.jp

９月14日（火）～12月27日（月）

八雲立つ風土記の丘

風
土
記
の
丘
遺
跡
ラ
リ
ー

八
雲
立
つ
風
土
記
の
丘
に
は
重
要
な
遺
跡
や
文
化
財
が
数
多
く
あ
り

ま
す
。
そ
の
中
の
10
ヶ
所
を
め
ぐ
っ
て
写
真
を
撮
り
、
そ
れ
を
ガ
イ
ダ

ン
ス
山
代
の
郷
、
風
土
記
の
丘
展
示
学
習
館
で
見
せ
る
と
、「
遺
跡

カ
ー
ド
」が
も
ら
え
ま
す
。詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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案内人
風土記の丘マスコット　くふむん
風土記の丘には、たくさんの遺
跡があります。この機会にたくさ
んめぐって下さい。

さんいん史跡日和2021 04

島
根
版
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